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背景：肥満や脂質代謝に関連する遺伝子の PPARG2の変異型の人で糖尿病のリスクが低いこ

とが分かってきたが、糖尿病の危険因子と PPARG2の遺伝子型が HbA1cに与える影響は十分

に検証されていない。そこで、PPARG2 の遺伝子の型と糖尿病の危険因子が HbA1c 値に及ぼ

す影響、および交互作用について検討した。方法：J-MICC Study のベースライン調査に参

加した 40～69歳の男性 1281人、女性 1356人のデータを用いて横断研究を実施した。遺伝

子多型は Multiplex PCR-based Invader assay 方法により決定した。男女別に、Pro12Ala

多型と HbA1cの関連について、開始時の年齢、エネルギー摂取量、身体活動量、飲酒状況、

喫煙状況、BMI で調整し、共分散分析、重回帰分析を行った。結果：女性では、PPARG2 遺

伝子の Pro12Ala 型及び Ala12Ala 型を持つ者は Pro12Pro 型を持つ者と比較して、HbA1c が

有意に低かった。PPARG2 が Pro/Pro 型の人は、加齢や肥満、家族歴があると HbA1c の上昇

がみられたが、Pro/Alaまたは Ala/Ala型の人ではみられなかった。女性では HbA1c値に対

し BMI と遺伝子多型による有意な交互作用がみられた。加齢や肥満、家族歴は HbA1c 高値

と有意な関連がみられたが、PPARG2 遺伝子の多型と HbA1c 高値の間に有意な関連はみられ

なかった。結論：PPARG2遺伝子の Pro12Ala多型は、HbA1cと既知の危険因子の関連に影響

を与える可能性があるが、一般集団において HbA1c 高値に対する影響は既知の危険因子に

比べて小さかった。 
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